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作
家
と
お
昼
ご
飯
を
ご
一
緒
し
な
が
ら
、
創
作
の
舞
台
裏
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
い
う
企
画
の
三
回
目
。
今
回
は
、
作
家
の
新

藤
悦
子
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
藤
さ
ん
は
、
二
〇
〇
五

年
に
『
青
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
』（
講
談
社
　
二
〇
〇
四
年
）
で
児
童
文

学
者
協
会
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ト
ル
コ
を
舞
台
に
し
た

数
多
く
の
作
品
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ラ
ン
チ
は
、
東
京
、
代
々
木
上
原
駅
に
程
近
い
「
東
京
ジ

ャ
ー
ミ
イ
」
に
隣
接
す
る
「
ユ
ヌ
ス
・
エ
ム
レ
　
ト
ル
コ
文
化
セ
ン

タ
ー
」
の
カ
フ
ェ
。
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
イ
は
日
本
最
大
の
モ
ス
ク
（
イ

ス
ラ
ム
寺
院
）
で
、
美
し
い
紋
様
の
タ
イ
ル
が
貼
ら
れ
、
日
本
に
い

な
が
ら
ト
ル
コ
の
空
気
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
モ
ス

ク
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
ト
ル
コ
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
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